









































ヽ  ヽ  ヽ  ヽ
方法も異なってくる｡すなわち､ある特定の共時態で使われる既成の複合語を対象としてその｢つくり｣
(語構造)を明らかにし､それを新たな複合語の｢つくり方｣として解釈する｢解釈(活動)的複合語形成













































































































































































































































































1段階(原認識) -第2段階(命名認識) -第3段階(命名概念の複合名詞化) -第4段階(社会化))とい
う4段階を有する造語モデルを提示し､さらに､第2 ･ 3 ･ 4段階に至る過程で､具体的にどのような
機構が作用することによって実際の造語が行なわれるのか､という点について詳細に検討している｡
第3部では､構文的複合語形成論の立場から､臨時の複合語として､新聞や専門書などの文章に現わ
れる臨時一語を取り上げ､その文章論的な性格の種々相を明らかにすることを試みている｡具体的には､
文章において継起的･顕在的に作られる臨時一語(｢文章顕現型の臨時一語化｣)に注目し､その形成法
を､対応すると思われる連語との双方向的な関係という視点から類型化することを通し､文章の凝縮に
果たす臨時一語の機能の内実を追究している｡
本論文は､現代日本語の書き言葉における複合語形成の在り方を､既成の複合語-解釈的､新造の複
合語-命名的､臨時の複合語-構文的､という三つの領域･観点から､詳細に分析･記述したものである｡
従来の複合語論が､ともすればt.語嚢論的か文法論的か､語構造論的か語形成論的かのどちらか一方に
偏っていたのに対し､計量的な手法を駆使することによってそれらを総合的に論じた点は高く評価され
る｡
よって､本論文の提出者は､博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる｡
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